
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
対
西
独
政
策
と
冷
戦

　
　
　
－
一
九
六
一
年
ベ
ル
リ
ン
危
機
を
中
心
に
1

倉
　
　
科

希
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問
題
設
定

　
本
稿
で
は
、
一
九
六
一
年
ベ
ル
リ
ン
危
機
へ
の
ケ
ネ
デ
ィ

（
旨
～
句
・
宍
雪
篶
昌
）
政
権
の
対
応
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
米

国
の
西
独
に
対
す
る
政
策
を
検
討
す
る
。
米
国
と
西
独
の
関
係
は
、

ベ
ル
リ
ン
危
機
へ
の
対
応
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
六
〇
年
代
初
頭
に
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
工
）

盟
の
危
機
に
陥
り
、
大
き
な
転
機
を
迎
え
た
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
原
因
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
六
〇
年
代
の
米
・
西
欧
関
係
の

特
徴
を
探
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。
六
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
独
自
外
交
や
西
独
に
よ
る
東
欧
諸

国
と
の
関
係
改
善
の
試
み
な
ど
、
冷
戦
の
変
容
を
理
解
す
る
上
で

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

重
要
な
動
き
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
動
き
に
代
表
さ
れ
る
米
・
西

欧
関
係
の
展
開
を
、
米
ソ
関
係
の
変
化
と
重
ね
合
わ
せ
て
理
解
す

る
こ
と
が
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
お
け
る
冷
戦
を
研
究
す
る
上
で
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
後
述
す
る
よ
う
に
、
従
来
の
研
究
の
多
く
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

と
西
独
の
関
係
悪
化
の
主
な
原
因
を
、
ド
イ
ツ
再
統
一
を
め
ぐ
る

政
策
の
相
違
に
求
め
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
要
因
を
軽
視
す
る
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
公
刊
さ
れ
た
国
務
省
を
中

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

心
と
す
る
米
国
の
史
料
か
ら
は
、
両
国
の
相
違
の
背
景
に
は
西
側

同
盟
内
の
政
策
決
定
・
政
策
調
整
過
程
を
巡
る
対
立
と
い
う
要
因

が
浮
ぴ
あ
が
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
ケ
ネ
デ
ィ

政
権
が
同
盟
国
と
の
意
見
調
整
を
十
分
行
わ
な
い
ま
ま
ソ
連
と
の

妥
協
を
目
指
し
た
た
め
、
西
独
は
米
国
に
対
す
る
不
信
感
を
強
め

た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
政
策
を
め
ぐ
る
相
違
と
並

ん
で
、
両
国
間
の
軋
礫
を
深
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

舶
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六
一
年
の
ベ
ル
リ
ン
危
機
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
と
西
欧
諸
国
が

直
接
か
か
わ
っ
た
最
初
の
国
際
的
危
機
と
し
て
、
六
〇
年
代
の
米

国
と
西
欧
諸
国
の
関
係
を
検
討
す
る
上
で
の
手
が
か
り
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
西
独
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ

ラ
ン
ス
と
も
ベ
ル
リ
ン
危
機
へ
の
対
応
を
巡
っ
て
対
立
し
た
。
し

た
が
ウ
て
、
西
独
以
外
の
西
欧
諸
国
も
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
対
し
て

同
盟
内
の
政
策
決
定
に
関
わ
る
不
満
を
持
づ
て
い
た
、
と
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
六
〇
年
代
全
般
を
通

じ
て
同
じ
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
時

代
に
西
側
同
盟
が
揺
れ
動
い
た
原
因
と
し
て
、
各
国
の
利
害
の

　
（
5
）
相
違
と
並
ん
で
、
同
盟
内
の
政
策
決
定
過
程
の
問
題
の
た
め
に
同

盟
国
問
の
利
害
の
調
整
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
も
し
そ
う
な
ら
、
六
一
年
の
ベ
ル
リ

ン
危
機
に
現
れ
た
米
・
西
独
間
の
問
題
は
、
六
〇
年
代
を
通
じ
た

米
・
西
欧
関
係
の
特
徴
を
示
す
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
、
米
・
西
独
関
係
悪
化
の
主
な
原

因
と
し
て
ド
イ
ツ
問
題
に
関
わ
る
両
国
の
政
策
の
対
立
を
挙
げ
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
分
裂
の
固
定
化
を
目
指
し
て
西
側
諸

国
に
東
独
と
の
交
渉
を
迫
る
ソ
連
と
の
交
渉
に
積
極
的
な
ケ
ネ
デ

ィ
政
権
の
姿
勢
は
、
東
独
を
正
統
政
府
と
し
て
承
認
せ
ず
、
東
独

と
の
公
的
接
触
を
一
切
拒
否
し
、
ド
イ
ツ
全
土
の
自
由
選
挙
で
統

一
の
是
非
を
決
定
す
る
と
い
う
西
独
の
再
統
一
政
策
と
、
そ
れ
を

支
持
す
る
従
来
の
米
国
の
政
策
か
ら
の
逸
脱
を
意
味
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

そ
の
こ
と
が
対
立
の
原
因
に
な
っ
た
と
の
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
具
体
的
な
対
立
点
に
関
し
て
は
、
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

料
に
基
づ
い
た
検
討
を
十
分
行
っ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
そ
の

結
果
先
行
研
究
の
多
く
は
、
後
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
問
、

題
に
関
わ
る
対
立
を
実
際
よ
り
も
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

メ
イ
ヤ
ー
の
研
究
は
、
米
国
と
西
独
の
交
渉
過
程
を
追
い
な
が
ら

米
国
に
対
す
る
西
独
の
不
信
感
増
大
を
跡
付
け
て
い
る
点
で
重
要

な
も
の
で
あ
る
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
政
策
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

で
の
研
究
に
準
じ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
政
策
と

そ
れ
ま
で
の
米
国
の
政
策
と
の
相
違
に
つ
い
て
も
、
検
討
さ
れ
る

べ
き
間
題
が
あ
る
。
近
年
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

（
U
至
o
q
葦
U
．
ヨ
吻
昌
ぎ
幸
雪
）
政
権
の
対
西
独
政
策
は
、
西
独

を
西
側
に
結
ぴ
つ
け
て
お
く
た
め
の
現
状
維
持
的
な
も
の
で
、
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

イ
ツ
再
統
一
を
真
剣
に
は
支
持
し
て
い
な
か
ウ
た
と
さ
れ
る
。
こ

幽
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の
議
論
が
妥
当
な
ら
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
米
・
西
独
関
係
に
も
た

ら
し
た
変
化
を
検
討
し
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
参

考
に
な
り
う
る
の
が
、
五
〇
年
代
中
葉
か
ら
の
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
冷

戦
の
連
続
性
に
注
目
す
る
ハ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
ハ
フ
テ
ン
ド
ル
ン
で

あ
る
。
し
か
し
六
〇
年
代
初
頭
の
米
・
西
独
関
係
に
つ
い
て
は
、

両
者
と
も
十
分
な
説
明
を
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
ハ
ン
リ
ー

ダ
ー
は
、
五
〇
年
代
中
葉
か
ら
存
在
し
て
い
た
対
立
が
「
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
」
の
変
化
に
よ
っ
て
こ
の
時
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し

　
　
　
　
　
（
m
）

か
述
べ
て
お
ら
ず
、
十
分
な
説
明
と
は
言
え
な
い
。
一
方
ハ
フ
テ

ン
ド
ル
ン
は
、
六
〇
年
代
初
頭
の
冷
戦
に
つ
い
て
、
五
〇
年
代
後

半
の
「
核
の
手
詰
ま
り
」
及
び
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
期
の
米
ソ
超
大

国
の
〕
一
国
間
主
義
（
暮
呉
9
筈
ω
昌
）
」
の
影
響
を
重
視
し
て

　
（
1
1
）い
る
。
し
か
し
こ
の
議
論
で
は
、
具
体
的
な
米
・
西
独
関
係
悪
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

の
過
程
と
「
二
国
間
主
義
」
の
関
係
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
そ
の

原
因
の
ひ
と
つ
は
、
「
二
国
間
主
義
」
の
内
容
が
明
確
に
定
義
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
言
葉
が
、
六
〇
年
代

の
東
西
関
係
に
特
徴
的
な
状
況
を
指
す
の
か
、
そ
れ
と
も
ケ
ネ
デ

ィ
政
権
の
政
策
決
定
者
の
傾
向
を
指
す
の
か
さ
え
明
確
と
は
言
え

　
　
　
　
（
1
3
）

な
い
の
で
あ
る
。

　
仮
に
ハ
フ
テ
ン
ド
ル
ン
の
「
二
国
間
主
義
」
を
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

の
傾
向
と
と
ら
え
る
な
ら
、
こ
の
議
論
は
、
同
盟
国
間
の
政
策
決

定
過
程
に
生
じ
る
問
題
を
重
視
す
る
コ
ス
テ
ィ
リ
目
ー
ラ
の
議
論

　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
コ
ス
テ
ィ
リ
ョ
ー
ラ
は
、

シ
ニ
ウ
ォ
ー
ツ
ら
と
同
様
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
ド
イ
ツ
問
題
に
対

す
る
政
策
は
従
来
の
米
国
の
政
策
と
大
き
く
異
な
う
て
い
た
と
理

　
　
　
（
1
5
）

解
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
問
題
を
巡
る
対
立
を
再
検
討
す
る
必
要
の

あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
へ
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
対
応
策
を

巡
る
同
政
権
と
西
独
の
対
立
と
の
関
係
に
注
意
を
向
け
な
が
ら
、

ハ
フ
テ
ン
ド
ル
ン
や
コ
ス
テ
ィ
リ
目
ー
ラ
の
議
論
を
参
照
し
、
対

応
策
の
決
定
過
程
が
米
・
西
独
関
係
に
与
え
た
影
響
を
検
討
す
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
米
ソ
関
係
の
重
要
性
を
強
調
す
る
一
方
で
西

欧
同
盟
諸
国
の
役
割
を
あ
ま
り
高
く
評
価
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
こ
れ
ら
の
国
々
の
見
解
に
配
慮
し
な
が
ら
政
策
を
組
み
立
て
る

こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
問
題
は
ド
イ
ツ
再
統
一
に
大
き

な
影
響
を
与
え
得
た
た
め
、
こ
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
姿
勢
が
西
独

に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
か
う
た
。
そ
の
こ
と
が
、
六
〇
年

代
初
頭
に
米
・
西
独
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
主
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
稿
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
国
務
省
を
中
心
に
米
国
の
史
料
を

85
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利
用
し
て
い
る
。
大
統
領
府
や
西
独
を
含
む
西
欧
諸
国
の
史
料
に

つ
い
て
は
今
後
に
期
し
た
い
。
そ
の
意
味
で
も
本
稿
は
、
暫
定
的

な
試
論
に
と
ど
ま
る
。

ニ
　
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
初
期
ま
で
の
ベ
ル
リ
ン
危
機
の
経
過

　
五
八
年
十
一
月
以
来
東
西
間
の
緊
張
を
高
め
た
ベ
ル
リ
ン
問
題

は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
下
で
解
決
に
む
け
た
進
展
を
見
な

か
っ
た
。
東
西
両
独
と
の
講
和
条
約
を
締
結
し
な
け
れ
ば
単
独
で

東
独
と
講
和
条
約
を
結
ぴ
、
占
領
状
態
を
終
結
さ
せ
る
と
い
う
ソ

連
の
主
張
に
対
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
西
欧
諸
国
の
見

　
　
　
　
（
㎜
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

解
に
配
慮
し
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
占
領
四
力
国
会
談
や
米
ソ
首
脳
会

談
を
通
じ
た
、
　
。
ソ
連
と
の
交
渉
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
危
機
の
解
決
を

め
ざ
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
米
国
は
、
ソ
連
と
の
交
渉
に
積
極
的

な
イ
ギ
リ
ス
と
そ
れ
に
消
極
的
な
フ
ラ
ン
ス
・
西
独
と
の
間
に
合

意
を
形
成
で
き
な
か
づ
た
。
一
方
で
は
、
こ
の
こ
と
が
米
ソ
首
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

会
談
に
よ
る
事
態
の
打
開
を
め
ざ
す
理
由
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。

し
か
し
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
は
、
対
ソ
交
渉
進
展
の
た
め
に
西

独
に
譲
歩
を
強
い
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
キ
ャ
ン

プ
・
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
の
米
ソ
首
脳
会
談
に
お
い
て
も
実
質
的
な
歩

　
　
　
　
　
　
＾
㎜
）

み
寄
り
は
み
ら
れ
ず
、
ベ
ル
リ
ン
問
題
は
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
引
き

継
が
れ
た
。

　
就
任
直
後
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
キ
ュ
ー
バ
や
ラ
才
ス
の
問
題

に
関
心
を
奪
わ
れ
て
、
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
方
針
を
明
確
に
し
な

・
か
う
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
（
；
江
討
ω
・

宍
～
冨
ぎ
ぎ
く
）
ソ
連
首
相
と
の
首
脳
会
談
に
早
く
か
ら
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

で
あ
っ
た
が
、
ベ
ル
リ
ン
問
題
を
議
題
に
す
る
気
は
な
か
っ
た
。

一
方
西
独
政
府
に
は
、
米
国
の
新
政
権
に
対
す
る
不
安
が
強
か
っ

た
。
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
（
丙
o
弓
ぎ
＞
皆
畠
篶
『
）
首
相
は
、
ソ
連

と
の
交
渉
に
積
極
的
な
民
主
党
の
大
統
領
が
、
西
独
の
ド
イ
ツ
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刎
）

策
を
支
持
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
恐
れ
て
い
た
。
四
月
に

は
両
国
の
首
脳
会
談
が
あ
っ
た
が
、
双
方
が
対
立
が
明
ら
か
に
な

　
　
　
　
　
（
〃
）

る
の
を
回
避
し
た
た
め
、
何
の
解
決
に
も
至
ら
な
か
っ
た
。

　
六
一
年
六
月
、
ウ
ィ
ー
ン
米
ソ
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
た
。
前
述

の
よ
う
に
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
は
こ
の
時
ベ
ル
リ
ン
問
題
を
積
極
的

に
取
り
上
げ
る
気
は
な
か
っ
た
が
、
実
際
の
首
脳
会
談
は
ベ
ル
リ

ン
が
主
要
論
題
と
な
り
、
ケ
ネ
デ
ィ
は
不
意
を
つ
か
れ
た
形
に
な

っ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
、
年
内
に
講
和
条
約
が
締
結
さ
れ
な
い

場
合
ソ
連
は
単
独
で
行
動
す
る
と
述
べ
て
、
西
側
に
最
後
通
牒
を

　
　
（
鴉
）

通
告
し
た
。
以
後
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
は
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
緊
急
課

題
に
な
り
、
対
応
策
の
検
討
が
懸
命
に
行
わ
れ
た
。
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三
　
ベ
ル
リ
ン
の
壁
以
前

交
渉
の
模
索

　
ウ
ィ
ー
ン
首
脳
会
談
で
ソ
連
が
講
和
条
約
締
結
の
最
後
通
牒
を

突
き
つ
け
た
た
め
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
早
急
な
対
応
策
の
決
定

を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
対
応
策
の
決
定
過
程
に
つ
い
て

は
、
米
軍
の
増
強
を
求
め
、
交
渉
の
効
果
に
懐
疑
的
な
ア
チ
ソ
ン

（
O
①
彗
＞
9
鶉
昌
）
元
国
務
長
官
ら
の
「
強
硬
路
線
派
」
と
、

穏
や
か
な
軍
拡
を
望
ん
で
対
ソ
交
渉
に
積
極
的
な
「
柔
軟
路
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
刎
）

派
」
の
対
立
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
本
稿
で
は
、
米
軍
増
強
と
対
ソ
交
渉
の
二
つ
の

問
題
を
区
別
し
、
前
者
の
論
争
に
一
応
の
決
着
が
つ
い
て
か
ら
激

し
く
な
づ
た
交
渉
を
巡
る
論
争
を
検
討
す
る
。
こ
の
論
争
は
、
交

渉
の
内
容
と
同
時
に
そ
の
枠
組
み
を
巡
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
こ
そ
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
に
対
処
す
る
上
で
の
、
ケ
ネ
デ
ィ
政

権
の
特
徴
を
表
し
て
い
る
と
思
う
。

　
ω
　
国
務
省
の
対
ソ
交
渉
方
針

　
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
、
六
一
年
六
月
下
旬
か
ら
、
対
ソ
交
渉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

検
討
を
国
務
省
に
再
三
指
示
し
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
国
務
省

が
交
渉
方
針
を
ま
と
め
た
の
は
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か

け
て
で
あ
づ
た
。

　
交
渉
の
枠
組
み
に
つ
い
て
は
、
国
務
省
は
ソ
連
と
の
交
渉
が
可

能
か
否
か
を
探
る
予
備
折
衝
を
行
う
方
針
を
、
七
月
下
旬
ま
で
に

　
　
　
　
（
珊
）

固
め
て
い
た
。
ラ
ス
ク
（
U
①
彗
丙
巨
艮
）
国
務
長
官
は
、
ト
ン

プ
ソ
ン
（
＝
①
峯
①
－
気
自
申
↓
す
◎
昌
寝
昌
）
米
駐
ソ
大
使
を
通
じ

て
早
い
段
階
で
ソ
連
と
「
非
公
式
で
静
か
な
話
し
合
い
」
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

こ
と
を
英
・
仏
・
西
独
に
提
案
し
て
い
る
。
八
月
上
旬
に
は
国
務

省
の
方
針
は
よ
り
具
体
的
な
も
の
と
な
り
、
八
月
末
に
ト
ン
プ
ソ

ン
に
よ
る
予
備
折
衝
を
行
う
こ
と
、
十
月
以
降
に
占
領
四
力
国
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

相
会
談
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
交
渉
内
容
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
が
対
ソ
交
渉

案
と
し
て
同
盟
国
と
作
っ
た
「
西
側
講
和
計
画
」
を
修
正
し
て
、

ソ
連
に
交
渉
案
と
し
て
提
示
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
元
来
「
西
側

講
和
計
画
」
は
両
独
対
等
の
立
場
で
の
ド
イ
ツ
再
統
一
を
目
的
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

そ
こ
に
至
る
過
程
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

期
の
国
務
省
は
、
期
日
の
条
件
を
は
ず
す
な
ど
ド
イ
ツ
再
統
一
に

関
す
る
規
定
を
緩
和
し
、
さ
ら
に
両
独
間
の
接
触
や
安
全
保
障
な

ど
で
譲
歩
し
た
修
正
案
を
用
い
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
、
交
渉
が

う
ま
く
い
か
な
い
場
合
に
備
え
て
前
政
権
が
作
成
し
た
「
解
決
案

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

C
」
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ソ
連
側
が
単
独
講
和
条
約
締
結
後
は
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西
ベ
ル
リ
ン
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
路
も
東
独
へ
返
還
さ
れ
、
以
後
西
側

は
ア
ク
セ
ス
路
の
使
用
に
つ
い
て
東
独
と
交
渉
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
東
独
と
の
公
式
接
触
を
避
け
る

た
め
の
西
側
の
妥
協
案
が
「
解
決
案
C
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容

は
、
ア
ク
セ
ス
路
の
管
理
が
ソ
連
か
ら
東
独
へ
移
る
一
方
、
ア
ク

セ
ス
路
に
関
す
る
手
続
き
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
東
西
双
方
が
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
釧
）

言
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
国
務
省
の
交
渉
方
針
は
八
月
初
め
の
西
側
四
カ

国
外
相
会
談
で
議
題
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
同
盟
国
の
意

見
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
こ
の
会
談
に
つ
い
て
ラ
ス
ク
は
、
ソ
連

に
占
領
四
カ
国
外
相
会
談
を
い
つ
提
案
す
る
か
だ
け
が
重
要
な
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朋
）

違
点
だ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
た
し
か
に
最
後
ま
で
米
国
・
イ

ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
・
西
独
が
合
意
し
な
か
っ
た
の
は
こ
の
問
題

だ
づ
た
が
、
実
際
に
は
、
交
渉
方
針
な
ど
の
議
論
が
ほ
と
ん
ど
先

送
り
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
は
最
初
か
ら
交
渉
を
進
め

る
こ
と
自
体
に
消
極
的
で
あ
っ
た
し
、
西
独
も
け
っ
し
て
積
極
的

　
　
　
　
（
脇
）

で
は
な
か
っ
た
。
西
独
は
ま
も
な
く
米
国
の
主
張
に
譲
歩
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

九
月
中
旬
ま
で
に
ソ
連
に
交
渉
を
申
し
出
る
こ
と
に
合
意
し
、
妥

協
的
な
姿
勢
を
示
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
交
渉
に
対
す
る
積
極
性

の
違
い
は
、
こ
の
時
に
は
す
で
に
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
②
　
米
大
統
領
府
を
中
心
と
す
る
交
渉
方
針
の
再
検
討

　
国
務
省
の
交
渉
方
針
が
形
を
整
え
る
に
つ
れ
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

内
に
は
こ
れ
に
批
判
的
な
意
見
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
当
時
問
題
に
さ
れ
て
い
た
の
は
主
に
交
渉
の
枠
組
み
や
進
展

の
速
度
で
、
交
渉
の
内
容
に
つ
い
て
包
括
的
な
対
案
が
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。

　
国
務
省
の
交
渉
方
針
に
対
し
て
最
初
に
批
判
的
姿
勢
を
明
ら
か

に
し
た
の
は
、
八
月
三
日
付
大
統
領
宛
の
バ
ン
デ
ィ
（
冬
o
o
8
．

轟
①
ω
…
身
）
特
別
補
佐
官
に
よ
る
覚
え
書
き
で
あ
っ
た
。
彼

は
こ
の
中
で
、
交
渉
の
可
能
性
を
探
る
だ
け
の
「
静
か
な
話
し
合

い
」
で
は
同
盟
国
と
の
協
議
が
進
ま
ず
、
ソ
連
へ
の
新
し
い
提
案

を
用
意
で
き
な
い
、
と
国
務
省
の
方
針
を
批
判
し
た
。
外
相
会
談

の
呼
び
か
け
も
、
国
務
省
案
の
八
月
末
で
は
遅
す
ぎ
る
と
主
張
し

た
。
マ
ク
ナ
マ
ラ
（
宛
o
思
ユ
ζ
o
2
φ
昌
彗
凹
）
国
防
長
官
、
テ
イ

ラ
ー
（
…
婁
幸
竺
p
↓
ξ
一
〇
『
）
軍
事
顧
問
な
ど
も
同
意
見
だ
っ

た
。
彼
ら
は
早
め
の
行
動
を
求
め
、
コ
父
渉
を
提
案
す
る
の
に
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

導
権
を
握
る
こ
と
で
、
国
内
外
で
利
益
を
得
る
」
よ
う
要
求
し
た
。

　
さ
ら
に
バ
ン
デ
ィ
は
、
十
一
日
の
大
統
領
宛
覚
え
書
き
で
「
新

し
い
考
え
が
四
力
国
協
議
か
ら
生
ま
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
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閣
下
自
身
の
政
府
と
閣
下
自
身
の
主
張
か
ら
し
か
、
新
し
い
考
え

は
生
ま
れ
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
、
前
政
権
以
来
の
交
渉
案
と
西
側

四
カ
国
協
議
に
固
執
す
る
国
務
省
を
批
判
し
た
。
東
西
ベ
ル
リ
ン

問
の
交
通
遮
断
が
始
ま
っ
た
直
後
に
も
、
彼
は
た
め
ら
い
が
ち
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脆
）

同
盟
国
を
大
統
領
が
主
導
す
る
よ
う
求
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国

務
省
の
方
針
に
対
す
る
批
判
は
ま
ず
同
盟
国
と
の
協
議
に
向
け
ら

れ
た
。
国
務
省
が
英
・
仏
・
西
独
と
の
協
議
を
重
視
す
る
た
め
に

対
ソ
交
渉
が
進
ま
な
い
と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
米
国
が
主
導
権

を
握
る
べ
く
、
バ
ン
デ
ィ
達
は
大
統
領
に
積
極
的
役
割
を
求
め
た

の
で
あ
る
。

　
一
方
、
交
渉
の
内
容
を
巡
っ
て
は
、
主
導
権
の
問
題
の
よ
う
に

は
っ
き
り
し
た
論
議
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
西
側
講
和
計
画
」

の
活
用
に
批
判
が
強
か
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
そ
れ
に
代
わ

る
対
案
の
検
討
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
非
核
地
帯
創

設
を
含
む
抜
本
的
な
政
策
変
更
を
求
め
る
ケ
イ
セ
ン
（
O
彗
一

宍
黛
ω
彗
）
特
別
補
佐
官
次
席
や
ハ
リ
マ
ン
（
ミ
。
＞
き
冨
＝
o
胃
－

　
　
　
　
　
　
（
㎝
）

ユ
ヨ
竃
）
移
動
大
使
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
譲
歩
が
西
独
へ
与

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

え
る
影
響
を
憂
慮
す
る
声
が
大
統
領
府
に
も
あ
っ
て
、
両
者
の
意

見
統
一
が
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、

米
国
政
府
内
に
ソ
連
と
の
交
渉
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
な
問
題
を

巡
る
対
立
が
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
英
・
仏
・
西
独
と
の
協
調

を
重
視
す
る
国
務
省
の
プ
ロ
セ
ス
ヘ
の
不
満
が
あ
り
、
そ
こ
。
か
ら

米
国
が
主
導
権
を
握
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
議
論
が
生
ま
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
が
現
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
直
接
的
に

は
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
へ
の
対
応
を
巡
っ
て
西
欧
諸
国
と
の
意
見
調

整
が
う
ま
く
い
か
ず
、
摩
擦
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

六
月
に
ソ
連
が
提
示
し
た
覚
え
書
き
に
対
す
る
西
側
の
回
答
は
、

　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

大
統
領
府
と
国
務
省
、
さ
ら
に
西
欧
諸
国
と
の
意
見
調
整
の
た
め

に
大
幅
に
遅
れ
た
。
既
に
こ
の
時
、
同
盟
国
と
の
協
議
に
時
間
が

か
か
る
こ
と
を
嫌
う
た
大
統
領
は
、
米
国
の
み
で
回
答
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
（
ω
）

を
検
討
し
て
い
た
。
国
務
省
の
交
渉
案
を
巡
っ
て
同
盟
国
と
合
意

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
同
盟
国
へ
の
不
満
を
強
め
た
で
あ
ろ

う
。
対
ソ
交
渉
の
緊
急
性
の
認
識
が
、
こ
の
摩
擦
を
一
層
激
し
い

も
の
に
し
た
。
四
月
に
行
わ
れ
た
米
仏
首
脳
会
談
か
ら
は
、
ケ
ネ

デ
ィ
大
統
領
は
ペ
ル
リ
ン
危
機
が
核
戦
争
に
拡
大
す
る
と
の
恐
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

を
強
く
感
じ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
は
、

戦
争
を
避
け
る
た
め
の
対
ソ
交
渉
の
必
要
性
・
緊
急
性
を
強
く
意

識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
長
時
間
に
及
び
か
ね
な
い
西
欧
諸

国
と
の
調
整
は
、
大
統
領
周
辺
に
は
受
け
入
れ
難
い
も
の
に
な
っ

醐
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て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
通
常
兵
力
拡
大
を
巡
る
米
・
西
欧
間

　
　
（
犯
）

・
の
対
立
が
、
米
国
の
主
導
権
を
求
め
る
議
論
の
背
景
に
あ
っ
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
核
兵
器
に
の
み
依
存
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
政
権
成
立
当
初
か
ら
北
大
西
洋
条
約
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
侶
）

構
（
N
A
T
0
）
諸
国
に
通
常
兵
カ
の
拡
大
を
求
め
て
い
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
核
戦
争
で
も
通
常
戦
争
で
も
甚
大
な
被
害
を
被
る

西
欧
諸
国
は
、
通
常
兵
カ
増
強
が
核
兵
器
の
抑
止
力
を
弱
め
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
“
）

と
を
恐
れ
、
通
常
兵
力
増
強
に
消
極
的
で
あ
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政

権
は
通
常
兵
力
拡
大
と
ベ
ル
リ
ン
危
機
と
を
関
連
さ
せ
て
、
ソ
連

に
西
側
の
決
意
を
示
す
と
共
に
、
西
ベ
ル
リ
ン
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
が

妨
害
を
受
け
た
と
き
に
軍
事
力
を
用
い
る
た
め
に
も
、
通
常
兵
力

の
強
化
を
求
め
た
。
一
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
は
依
然
と
し

て
冷
淡
で
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
回
復
の
た
め
の
軍
事
力
投
入
に
も
反

　
　
（
蝸
）

対
し
た
。
西
独
だ
け
は
通
常
兵
力
増
強
要
求
に
肯
定
的
に
応
え
て

　
（
蝸
〕い
た
が
、
八
月
初
め
に
な
る
と
、
西
独
も
突
然
連
邦
軍
増
強
計
画

　
　
　
　
（
〃
）

を
延
期
し
た
。
そ
れ
ま
で
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
西
独
の
協
力
を
高
く

　
　
　
　
　
（
㎎
）

評
価
し
て
い
た
分
、
米
国
の
反
発
も
強
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
な
通
常
兵
力
拡
大
を
巡
る
対
立
も
、
ケ
ネ
デ
ィ
政

権
内
の
西
独
を
含
む
西
欧
同
盟
国
に
対
す
る
批
判
的
姿
勢
を
強
め

た
。
ア
チ
ソ
ン
の
よ
う
に
ベ
ル
リ
ン
危
機
を
巡
づ
て
強
硬
路
線
派

と
み
な
さ
れ
た
人
物
ま
で
も
が
、
同
盟
国
に
対
す
る
不
満
を
明
ら

　
　
（
犯
）

か
に
し
て
、
同
盟
国
と
の
協
議
に
消
極
的
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に

　
（
珊
）

な
っ
た
こ
と
は
、
ペ
ル
リ
ン
危
機
へ
の
対
応
策
を
巡
る
対
立
と
は

直
接
関
係
な
い
理
由
か
ら
、
西
側
四
力
国
協
議
へ
の
不
満
が
広
が

っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
そ
の
不
満
こ
そ
、
米
国
の
主
導
権
を
強

調
す
る
主
張
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
四
　
ベ
ル
リ
ン
の
壁
と
新
た
な
交
渉
方
針
の
設
定

　
六
一
年
八
月
十
三
日
、
東
独
は
東
西
ベ
ル
リ
ン
間
の
往
来
を
遮

断
し
、
次
い
で
壁
を
構
築
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ベ
ル
リ
ン
は
物

理
的
に
分
断
さ
れ
た
。
米
・
西
独
関
係
の
文
脈
か
ら
捉
え
る
と
、

こ
の
事
件
が
米
国
の
対
ソ
交
渉
方
針
に
影
響
を
与
え
、
そ
の
こ
と

が
さ
ら
に
米
・
西
独
関
係
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
点
が
重
要
で

あ
る
。

　
ω
新
た
な
交
渉
方
針
の
形
成

　
ベ
ル
リ
ン
が
分
断
さ
れ
た
後
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
そ
れ
ま
で

の
国
務
省
案
か
ら
大
統
領
府
の
提
唱
す
る
交
渉
案
へ
、
対
ソ
交
渉

方
針
を
大
き
く
転
換
し
た
。
こ
の
新
た
な
交
渉
方
針
は
、
交
渉
の
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枠
組
み
を
占
領
四
力
国
協
議
か
ら
米
ソ
ニ
国
問
協
議
に
変
更
し
、

「
並
立
的
な
二
つ
の
講
和
条
約
（
寄
轟
＝
9
零
9
①
箏
9
ま
ω
）
」

を
基
礎
と
し
て
ソ
連
と
交
渉
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
ベ
ル
リ
ン
の
交
通
遮
断
は
、
大
統
領
府
を
中
心
と
す
る
国
務
省

批
判
派
の
、
交
渉
で
先
手
を
打
つ
必
要
が
あ
る
と
い
う
議
論
を
強

　
　
　
　
　
　
（
引
）

め
る
結
果
に
な
っ
た
。
大
統
領
が
こ
の
方
針
に
近
づ
い
た
の
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朋
）

こ
の
事
件
に
影
響
を
受
け
た
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
八
月
二
十
一

日
付
の
大
統
領
の
国
務
長
官
宛
覚
え
書
き
に
は
、
明
ら
か
に
国
務

省
批
判
派
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。

私
は
、
ベ
ル
リ
ン
交
渉
に
つ
い
て
よ
り
強
固
な
主
導
権

を
と
る
こ
と
を
求
め
る
。
交
渉
の
日
程
も
西
側
の
立
場

の
内
容
も
決
ま
っ
て
い
な
い
ま
ま
だ
が
、
私
は
も
は
や

四
カ
国
協
議
だ
け
で
満
足
の
い
く
よ
う
な
進
展
が
み
ら

れ
る
と
は
信
じ
て
い
な
い
。
我
々
は
双
方
の
問
題
（
交

渉
の
日
程
と
内
容
）
で
米
国
の
立
場
を
確
立
す
べ
く
迅

速
に
動
か
な
く
て
は
な
ら
ず
、
他
の
ど
の
国
の
拒
否
権

も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
べ
き
で
あ

　
　
（
舶
）

る
と
患
う
。

さ
ら
に
、
交
渉
日
程
に
つ
い
て
は
八
月
中
に
ソ
連
を
招
待
し
て
九

月
に
交
渉
を
始
め
る
案
を
支
持
し
、
同
盟
国
が
参
加
し
珪
い
と
し

て
も
こ
の
方
針
を
貫
く
よ
う
命
じ
た
。
交
渉
の
内
容
に
つ
い
て
も

再
検
討
を
指
示
し
、
「
西
側
講
和
計
画
」
の
焼
き
直
し
に
と
ど
ま

ら
な
い
こ
と
、
「
並
立
的
な
二
つ
の
講
和
条
約
」
を
検
討
す
る
こ

　
　
　
　
（
M
）

と
を
強
調
し
た
。
こ
の
「
並
立
的
な
二
つ
の
講
和
条
約
」
は
、
ウ

ィ
ー
ン
米
ソ
首
脳
会
談
直
後
に
ソ
連
側
が
提
案
し
て
い
た
も
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

西
独
・
東
独
と
別
々
に
講
和
条
約
を
締
結
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
ソ
連
と
東
独
の
講
和
条
約
締
結
を
黙
認
し
つ

つ
、
西
側
と
東
独
の
講
和
条
約
締
結
を
拒
否
す
る
枠
組
み
と
し
て
、

こ
の
提
案
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
米
国
が
九
月
の
ソ
連
と
の
交
渉
を
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
西

独
と
イ
ギ
リ
ス
は
同
意
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
は
依
然
と
し
て
消
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

的
な
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
占
領

四
力
国
外
相
会
談
を
あ
き
ら
め
、
米
ソ
「
予
備
折
衝
」
を
提
案

（
5
7
）

し
た
。
結
局
こ
れ
が
九
月
末
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
米
ソ
外
相
会
談
と

し
て
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
予
備
折
衝
が
占
領
四
力
国
外
相
会
談
に
つ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

が
る
ス
テ
ッ
プ
と
同
盟
国
に
は
説
明
さ
れ
て
い
た
た
め
、
米
ソ
交

渉
は
国
務
省
が
従
来
提
案
し
て
い
た
「
静
か
で
非
公
式
の
話
し
合
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（
5
9
）

い
」
の
延
長
に
あ
っ
た
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
し
か
し
、
大
統
領

府
の
議
論
は
こ
の
よ
う
な
認
識
と
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
外
相
会
談
の
直
前
バ
ン
デ
ィ
は
、
大
統
領
の
望
む
交
渉

の
枠
組
み
は
「
望
み
が
あ
る
な
ら
す
ぐ
始
め
ら
れ
る
真
剣
な
二
国

間
協
議
で
あ
る
」
と
述
べ
、
そ
の
一
方
で
占
領
四
力
国
外
相
会
談

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

を
「
真
剣
な
折
衝
」
の
正
反
対
に
あ
る
と
し
て
排
除
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
二
国
間
協
議
が
占
領
四
カ
国
会
談
に
代
わ
る
も
の
と

し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
見
解
が
ケ
ネ
デ
ィ
政

権
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
で
あ
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
し
か
し
大

統
領
が
真
剣
な
二
国
間
協
議
を
支
持
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で

（
6
1
）

あ
る
。

　
で
は
、
新
し
い
米
ソ
「
予
備
折
衝
」
の
枠
組
み
の
中
で
、
ど
の

よ
う
な
交
渉
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
外
相

会
談
で
グ
ロ
ム
ィ
コ
（
＞
邑
3
二
’
9
o
昌
芸
o
）
ソ
連
外
相
は
、

西
側
は
西
独
の
み
と
講
和
条
約
を
結
び
、
西
ベ
ル
リ
ン
及
び
ア
ク

セ
ス
に
つ
い
て
は
別
の
協
定
に
よ
っ
て
規
定
す
る
と
い
う
米
国
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

主
張
を
、
一
定
の
条
件
の
下
で
な
ら
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
述
べ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

こ
れ
に
対
す
る
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
評
価
が
高
か
づ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
の
米
国
の
提
案
は
真
剣
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
う
て
八
月
以
降
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
大
統
領
の
指
示
通

り
、
「
並
立
的
な
二
つ
の
講
和
条
約
」
に
基
づ
く
合
意
を
目
指
す

よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
側
）

新
し
い
交
渉
方
針
は
見
込
み
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　
②
　
交
渉
方
針
の
変
更
と
米
・
西
独
関
係

　
六
一
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
米
ソ
ニ

国
間
協
議
を
通
じ
て
「
並
立
的
な
二
つ
の
講
和
条
約
」
を
中
心
と

し
た
ソ
連
と
の
合
意
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
対

ソ
交
渉
の
内
容
及
ぴ
そ
れ
を
形
成
す
る
政
策
決
定
過
程
の
双
方
を

巡
っ
て
、
米
国
と
西
独
の
関
係
は
悪
化
し
て
い
っ
た
。

　
西
独
の
立
場
に
つ
い
て
最
初
に
強
調
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
政
権
は
現
実
的
な
目
標
と
し
て
の
ド
イ
ツ

再
統
一
を
、
五
〇
年
代
後
半
に
は
放
棄
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

む
し
ろ
西
独
政
府
は
、
当
初
の
目
標
だ
っ
た
西
側
と
の
結
東
を
達

成
し
た
後
、
ド
イ
ツ
分
断
の
固
定
化
を
容
認
し
な
い
西
独
の
方
針

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

に
、
西
側
諸
国
の
支
持
を
集
め
て
お
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。

再
統
一
に
有
利
と
い
う
理
由
で
西
側
と
の
結
束
を
進
め
て
き
た
以

上
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
こ
の
問
題
で
譲
歩
し
に
く
か
っ
た
の
は
確

か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
は
、
西
独
が
一
切
の
譲
歩
を
拒
否

し
た
士
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
危
機
の
最
巾
、
首
相
周
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辺
で
は
東
独
の
存
在
や
ベ
ル
リ
ン
自
由
都
市
を
承
認
す
る
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

譲
歩
案
が
検
討
さ
れ
て
い
た
他
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
政
権
は
、
ド
イ
ツ

再
統
一
の
可
能
性
を
な
く
さ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
も
、
基
本
的

に
は
ヨ
ー
ロ
ソ
パ
の
現
状
維
持
を
受
け
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
西
独
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が

ベ
ル
リ
ン
の
交
通
遮
断
に
ほ
と
ん
ど
何
の
対
抗
手
段
も
と
ら
な
か

っ
た
こ
と
は
問
題
で
あ
っ
た
。
西
側
の
行
動
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン

（
－
盲
o
昌
■
」
o
サ
畠
昌
）
米
副
大
統
領
の
西
ベ
ル
リ
ン
訪
問
な

ど
に
と
ど
ま
り
、
一
時
旅
券
の
発
行
停
止
の
よ
う
な
限
定
的
な
対

抗
策
さ
え
と
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
西
独
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
対

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

す
る
不
安
は
強
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
八
月
士
二
日
直
後
は
ア
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
㏄
）

ナ
ウ
ア
ー
自
身
緊
張
を
高
め
な
い
よ
う
に
行
動
し
て
い
た
た
め
、

米
国
σ
慎
重
な
対
応
自
体
が
米
・
西
独
間
の
対
立
の
原
因
だ
っ
た

と
は
思
え
な
い
。

　
で
は
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
新
た
な
対
ソ
交
渉
方
針
は
、
対
立
の
原

因
だ
っ
た
ろ
う
か
。
ケ
イ
セ
ン
な
ど
の
議
論
を
根
拠
に
、
ケ
ネ
デ

ィ
政
権
が
ソ
連
と
の
妥
協
の
た
め
に
、
オ
ー
デ
ル
・
ナ
イ
セ
線
承

認
や
事
実
上
の
東
独
承
認
、
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
に
お
け
る
非
核
地
帯
設

置
な
ど
の
根
本
的
な
政
策
転
換
を
行
お
う
と
し
て
い
た
と
す
る
研

　
　
（
㏄
）

究
も
あ
る
。
だ
が
、
前
述
し
た
実
際
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
対
ソ
交

渉
方
針
は
、
そ
こ
ま
で
大
き
な
転
換
を
企
図
し
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
し
、
西
独
の
立
場
と
全
く
相
容
れ
な
い
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

ソ
連
と
東
独
の
講
和
条
約
締
結
を
黙
認
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

西
側
諸
国
に
ほ
ぼ
同
意
が
で
き
て
い
た
。
「
並
立
的
な
二
つ
の
講

和
条
約
」
も
、
西
独
も
含
め
た
同
盟
国
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

が
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
こ
れ
に
反
対
し
た
様
子
が
見
ら
れ
な
い
。

中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
兵
力
引
き
離
し
や
非
核
地
帯
の
設
置
は
、
西

独
が
も
っ
と
も
警
戒
し
て
い
た
問
題
で
あ
っ
た
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
η
）

権
の
方
も
西
独
の
警
戒
に
配
慮
を
示
し
て
い
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

は
一
方
で
ソ
連
と
の
交
渉
を
模
索
し
な
が
ら
、
他
方
で
西
独
の
中

立
化
を
警
戒
し
て
い
た
の
で
、
西
側
と
西
独
の
緒
東
を
揺
る
が
そ

う
と
は
し
な
か
っ
た
。
西
独
も
、
再
統
一
の
可
能
性
を
残
し
て
お

く
よ
う
求
め
な
が
ら
も
、
ソ
連
と
の
交
渉
に
反
対
し
な
か
っ
た
し
、

事
実
上
の
東
独
承
認
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
づ
た
両
独
間
の
接
触

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

に
つ
い
て
も
譲
歩
を
検
討
し
て
い
た
。

　
も
ち
ろ
ん
、
西
独
と
東
独
が
接
触
す
る
分
野
や
オ
ー
デ
ル
・
ナ

イ
セ
線
承
認
な
ど
の
具
体
的
争
点
を
巡
っ
て
、
米
国
と
西
独
の
間

に
は
対
立
が
残
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
対
立
が
残
っ
て
い
た
こ
と

だ
け
が
米
・
西
独
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
西
独
と
の
協
議
に
消
極
的
だ
っ
た
こ
と
が
西
独

蝸
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の
対
米
不
信
を
強
め
、
も
し
か
し
た
ら
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
妥
協
を
不
可
能
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ベ

ル
リ
ン
の
交
通
遮
断
に
対
す
る
西
独
の
反
発
に
米
国
が
冷
淡
で
あ

っ
た
こ
と
、
そ
の
直
後
に
米
国
が
一
方
的
に
米
ソ
ニ
国
間
協
議
を

決
め
た
こ
と
は
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
対
す
る
不

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
刊
）

信
感
を
強
め
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
米
ソ
外
相
会
談
後
、
兵
力
引

き
離
し
や
東
独
承
認
に
つ
い
て
米
国
側
か
ら
非
公
式
に
打
診
が
あ

っ
た
た
め
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
米
国
の
ド
イ
ツ
政
策
が
決
定
的
に

変
化
し
て
し
ま
っ
た
と
絶
望
し
、
米
ソ
外
相
会
談
の
内
容
を
マ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
5
）

コ
ミ
に
リ
ー
ク
し
よ
う
と
さ
え
し
た
。
さ
す
が
に
ケ
ネ
デ
ィ
は
西

独
の
不
安
を
抑
え
よ
う
と
し
た
が
、
米
国
と
西
独
の
主
張
が
同
じ

点
と
異
な
る
点
を
明
確
に
し
て
妥
協
を
探
る
の
で
は
な
く
、
相
違

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珊
）

点
を
暖
昧
に
し
て
対
立
の
表
面
化
を
避
け
た
た
め
、
両
国
の
問
題

は
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
オ
ー
デ
ル
・
ナ
イ
セ
線
承
認

問
題
に
つ
い
て
は
、
西
独
に
対
し
て
は
そ
の
国
内
事
情
に
理
解
を

示
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
ソ
連
に
譲
歩
す
る
方
針
を
変
え
な
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
7
）

い
っ
た
、
あ
ま
り
誠
実
と
は
言
え
な
い
対
応
も
み
ら
れ
た
。

　
西
独
と
の
対
立
の
表
面
化
回
避
に
腐
心
す
る
一
方
で
、
ケ
ネ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
柵
）

イ
政
権
は
西
独
の
姿
勢
に
不
満
を
強
め
、
ま
す
ま
す
同
盟
国
を
排

除
し
て
米
ソ
だ
け
で
ベ
ル
リ
ン
問
題
を
協
議
し
よ
う
と
し
た
。
ア

チ
ソ
ン
元
国
務
長
官
で
さ
え
、
米
国
の
交
渉
方
針
に
対
す
る
西
独

の
姿
勢
が
「
否
定
的
で
疑
い
深
く
、
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
で
あ
る
」
と

激
し
く
批
判
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
同
盟
国
と
の
議
論
は
時
間
の

無
駄
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
米
国
の
指
導
力
が
重
要
で
あ
る
と
強
調

　
　
　
（
η
）

し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
西
独
の
不
安
を
な
だ
め
て
対
立
が

表
面
化
す
る
こ
と
を
防
ぎ
な
が
ら
、
実
際
の
交
渉
方
針
は
西
独
な

ど
の
同
盟
国
と
協
議
せ
ず
に
単
独
で
決
定
し
て
い
き
、
米
ソ
ニ
国

問
協
議
に
よ
る
ベ
ル
リ
ン
問
題
の
決
着
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
西
独
の
利
益
を
全
く
無
視
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
米
国
が
適
当
と
考
え
る
利
益
の
み
が
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ

、
以
外
の
西
独
の
主
張
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
西

独
自
身
は
ど
の
よ
う
な
譲
歩
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
明
確
に
伝

え
ら
れ
な
い
ま
ま
に
お
か
れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的
な
交
渉
内
容
が
明
ら
か
に
な
る
時
に

は
、
そ
れ
ま
で
伏
せ
ら
れ
て
い
た
相
違
が
一
気
に
表
面
化
す
る
こ

と
に
な
る
。
六
二
年
の
春
、
米
ソ
交
渉
を
巡
っ
て
米
国
と
西
独
が

　
　
　
　
　
　
（
8
0
）

激
し
く
対
立
し
た
の
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
自
身
の
方
針
か
ら
す
れ

ば
当
然
の
結
果
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

94
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五
　
終
わ
り
に

　
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
西
独
を
西
側
の
枠
組
み
に
と
ど
め
て
お
き

な
が
ら
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
を
ソ
連
と
の
交
渉
に
よ
づ
て
解
決
し
よ

う
と
し
た
。
こ
の
現
状
維
持
的
な
基
本
方
針
が
、
西
独
の
立
場
と

大
き
く
異
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
オ
ー
デ
ル
・

ナ
イ
セ
線
承
認
の
よ
う
な
具
体
的
争
点
に
つ
い
て
は
相
違
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
、
西
独
と
の
具
体
的
争
点
に
つ
い

て
妥
協
を
図
ろ
う
と
は
せ
ず
、
二
国
間
協
議
に
よ
っ
て
単
独
で
ソ

連
と
の
交
渉
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
両
国
間
の
相
違
は
解

消
さ
れ
ず
に
、
お
互
い
に
対
す
る
不
満
だ
け
が
残
る
結
果
に
な
っ

た
。
つ
ま
り
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
と
西
独
の
間
に
は
、
具
体
的
争
点
を

巡
る
対
立
と
並
ん
で
、
西
側
の
対
ソ
交
渉
の
政
策
決
定
過
程
に
関

わ
る
対
立
が
あ
う
た
と
言
え
る
。
六
〇
年
代
初
頭
の
米
・
西
独
関

係
悪
化
は
、
こ
の
二
つ
の
争
点
を
巡
る
対
立
で
あ
っ
た
。

　
同
盟
国
と
の
協
議
を
重
視
せ
ず
、
米
国
単
独
の
対
ソ
交
渉
を
選

ん
だ
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
拾
向
性
を
、
ハ
フ
テ
ン
ド
ル
ン
の
い
う

コ
一
国
間
主
義
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
、
同
盟
国

と
の
協
調
に
配
慮
し
た
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
の
手
法
と
は
根
本

的
に
異
な
っ
て
お
り
、
六
〇
年
代
の
米
・
西
欧
関
係
に
お
け
る
特

徴
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
両
政
権
間
の
以
上
の
よ

う
な
相
違
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
か
ら
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
ま

で
の
「
多
国
間
主
義
（
昌
巨
巨
巨
雪
彗
ω
冒
）
」
と
よ
り
「
単
独
主

義
（
…
旨
8
冨
豪
冒
）
」
的
な
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
以
降
の
外
交
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
）

を
対
置
す
る
ラ
ギ
ー
の
議
論
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
普
遍
的
な

行
動
規
範
や
各
国
の
利
害
が
不
可
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
特
徴
と

す
る
「
多
国
問
主
義
」
と
「
単
独
主
義
」
と
の
対
立
を
米
国
外
交

政
策
の
対
立
軸
と
と
ら
え
る
ラ
ギ
ー
の
議
論
に
従
え
ば
、
ケ
ネ
デ

ィ
政
権
の
「
二
国
間
主
義
」
は
「
単
独
主
義
」
に
近
い
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
西
欧
諸
国
と
の
関
係
か
ら
見
れ
ぱ
〕
一
国
間
主
義
」
は

明
ら
か
に
N
A
T
O
の
「
多
国
問
主
義
」
か
ら
の
逸
脱
で
あ
る
し
、

ソ
連
と
の
二
国
間
交
渉
に
つ
い
て
も
「
多
国
間
主
義
」
と
は
逆
の

「
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
の
二
国
間
相
互
主
義
」
に
よ
り
近
い

　
　
　
　
（
脱
）

よ
う
に
見
え
る
。

　
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
米
ソ
コ
一
国
間
主
義
」
の
背
景
に
は
、
同
盟

国
の
協
力
が
不
可
欠
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
認
識
と
、
ソ
連
と

の
交
渉
の
必
要
性
・
緊
急
性
の
認
識
の
、
二
つ
が
あ
っ
た
の
で
は

　
（
8
3
）

な
い
か
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
、
特
に
大
統
領
府
は
、
ソ
連
と
の
核
戦

争
の
可
能
性
を
憂
慮
し
、
こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
交
渉
が
早
急

に
必
要
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
こ
の
認
識
を
共
有
し
な
い
よ

％
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う
に
見
え
た
同
盟
国
へ
の
い
ら
だ
ち
が
強
ま
り
、
同
盟
国
の
協
力

が
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
い
う
意
識
と
相
ま
っ
て
、
ケ
ネ
デ

ィ
政
権
内
に
ベ
ル
リ
ン
危
機
を
米
ソ
ニ
国
問
協
議
で
解
決
し
よ
う

と
す
る
コ
一
国
間
主
義
」
が
支
持
を
得
て
い
う
た
。
す
な
わ
ち
、

少
な
く
と
も
主
観
的
に
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
米
ソ
コ
一
国
間
主

義
」
に
は
、
冷
戦
の
緊
張
の
高
ま
り
を
抑
え
よ
う
と
す
る
一
面
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
六
〇
年
代
初
頭
に
米
国
と
西
欧
諸
国
の
関
係
が

悪
化
し
た
の
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
自
国
の
覇
権
と
「
大
西
洋
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脳
）

同
体
」
の
矛
層
を
認
識
で
き
な
か
っ
た
た
め
と
す
る
議
論
は
、
対

ソ
交
渉
の
緊
急
性
の
認
識
で
米
国
と
西
欧
諸
国
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ぱ
、
少
々
厳
し
す
ぎ
る
批
判
と
言
え
よ
う
。

そ
の
一
方
で
、
ケ
ネ
デ
ィ
ー
ー
ジ
目
ン
ソ
ン
政
権
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
冷
戦
を
「
よ
り
平
和
的
な
競
争
」
に
変
え
た
と
い
う
シ
ュ

　
　
　
　
　
（
脆
）

ウ
ォ
ー
ツ
の
議
論
は
、
米
国
と
立
場
の
巽
な
る
西
欧
諸
国
が
冷
戦

の
「
安
定
化
」
に
果
た
し
た
役
割
や
、
米
国
の
政
策
と
西
欧
諸
国

の
政
策
と
の
関
係
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
再
検
討
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
米
ソ
「
二
国
間
主
義
」
と
そ
の
変
化
に
注

目
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
西

独
に
つ
い
て
は
、
七
〇
年
代
の
社
民
党
政
権
に
よ
る
菓
方
政
策
へ

の
転
換
が
六
〇
年
代
に
は
ま
だ
行
わ
れ
な
か
っ
た
理
由
を
探
る
際

　
　
　
　
　
　
　
＾
舶
）

に
、
国
際
環
境
の
影
響
を
検
討
す
る
上
で
、
「
二
国
間
主
義
」
を
原

因
と
す
る
同
盟
内
の
対
立
を
手
が
か
り
に
で
き
る
の
で
は
な
い
か

（
1
）
　
ミ
o
亭
団
ヨ
『
＝
彗
ユ
＆
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§
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§
｝
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§
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§
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ミ
さ
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9
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§
き
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寒
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ミ
§
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く
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三
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p
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．
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§
婁
完
§
膏
§

　
z
ρ
ミ
（
竃
違
）
一
〇
』
印
…
睾
o
↓
冨
o
巨
彗
訂
曇
雪
亀
o
ミ
8
ぎ
吻
ミ
ー

ミ
雨
窒
（
勺
ユ
昌
g
昌
ら
ユ
昌
〇
一
昌
G
ユ
毒
邑
ξ
軍
窃
ω
L
㊤
畠
）
一
p

　
墨
ゲ
カ
o
o
目
雪
ζ
o
『
o
q
彗
一
§
雨
§
｛
－
邑
望
ミ
8
§
、
§
包
o
雨
§
§
－

ミ
｝
　
－
㎏
へ
｝
－
－
㎏
§
（
［
o
コ
o
o
目
一
　
〇
■
｝
o
H
o
　
⊂
目
－
く
①
H
閉
篶
｝
　
勺
H
①
ω
ω
一

　
轟
遺
）
一
p
＝
㎝
．
軍
彗
片
＞
1
2
一
目
ぎ
く
一
〇
7
9
§
§
ミ
§
軋
§
o

　
§
き
、
望
ミ
s
一
↓
ぎ
↓
§
s
さ
§
－
ミ
｛
§
ミ
§
雨
o
“
§
－
§
o
§
印

　
ぎ
s
（
寄
g
〇
三
↓
峯
ミ
篶
勺
目
σ
＝
争
胃
ω
一
畠
o
o
o
o
）
一
〇
．
量
－
1
＝
彗
蜆

　
ミ
ー
0
9
N
寿
一
9
ミ
§
ミ
§
、
、
、
雨
§
ぎ
、
望
ミ
雨
『
㌧
吻
忘
9
ミ

完
雨
－
亀
ミ
o
き
㎞
ぎ
8
～
（
O
団
H
目
一
〕
ユ
O
O
q
o
n
＝
凶
『
く
凹
H
O
ζ
目
－
く
0
H
皿
岸
｝
｝
『
①
ω
9

　
－
竃
o
）
一
暑
－
冨
o
－
o
9

（
2
）
　
＝
彗
暑
忌
『
一
S
，
9
戸
署
。
＝
－
曇
石
井
修
「
冷
戦
変
容
期
の

　
国
際
政
治
」
『
国
際
政
治
』
第
一
〇
七
号
（
一
九
九
四
年
）
六
頁
。

（
3
）
　
主
に
き
ミ
｛
寒
肉
9
ミ
ざ
曽
吻
ミ
き
雨
§
｛
膏
～
望
ミ
婁
一
－
㎏
竃
－

さ
轟
を
用
い
た
。
な
お
本
文
中
で
は
夷
冨
と
略
し
、
巻
と
ぺ
1
・

　
ジ
数
の
み
を
記
載
す
る
。
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（
4
）
　
o
戸
　
勺
『
画
コ
斥
　
O
o
ω
巨
①
q
＝
o
5
．
、
↓
ゴ
o
　
勺
E
『
望
ヒ
一
　
〇
↓
　
＞
巨
o
目
巨
o

　
　
O
O
－
自
－
自
冒
目
篶
｝
n
Z
＝
o
－
①
団
『
　
＞
『
胃
昂
一
U
O
＝
與
『
伽
一
與
目
O
　
｝
①
『
＝
P
．
．
－
＝

　
　
；
彗
麸
ρ
麦
婁
昌
．
邑
一
き
§
喜
げ
曾
婁
ミ
ミ
一
§
．
・

　
　
㌧
§
き
§
き
ミ
雪
き
s
§
さ
亀
－
亀
亀
（
o
4
o
き
o
ζ
。
a

　
　
；
～
昌
閉
ξ
？
窃
9
－
湯
o
）
－

（
5
）
　
O
『
1
一
工
凹
目
ユ
o
o
串
一
8
．
o
宗
一
－
〕
．
o
o
．

一
6
一
〇
凹
莫
・
§
呉
夢
曇
－
o
o
．
…
奪
葺
S
．
畢
暑
．

　
　
崖
－
．
鼻
．
こ
れ
ら
の
研
究
は
一
次
史
料
に
依
拠
し
て
い
る
と
は
言
え

　
　
な
い
が
、
新
し
く
公
開
さ
れ
た
史
料
を
用
い
た
研
究
に
も
、
同
じ
よ

　
　
う
に
理
解
す
る
も
の
が
多
い
。
↓
冨
O
巨
昌
茅
曇
S
、
ミ
、
一
〇
〇
。
§
O
O
－

　
　
M
0
・
ζ
ミ
員
§
1
§
一
暑
．
o
↓
－
秦
掌
o
量
ω
≧
彗
ω
o
；
胃
一
N

　
　
．
．
く
－
g
o
ユ
①
眈
団
目
o
U
o
汗
凹
房
－
目
↑
す
①
－
o
目
o
q
↓
ミ
旨
吋
す
一
ω
旨
目
o
q
o
q
－
①
一

皇
①
O
ま
＆
ω
茎
鶉
彗
0
葦
ω
一
彗
害
8
駕
ぎ
茅
嚢
O
ω
一
．
、

ヨ
豆
昌
ω
ω
』
昌
ド
箪
一
§
・
b
ミ
§
畠
ξ
呉
§
o
§
ミ

b
§
§
㌧
§
き
§
き
§
雪
き
一
喜
b
§
竈
き
こ
§
－

一
Z
署
ぎ
き
ε
…
麦
量
く
。
肇
二
嚢
二
蓬
）
も
」
N
蜆
1

（
7
）
　
比
較
的
古
い
研
究
は
も
ち
ろ
ん
、
ト
ラ
ク
テ
ン
パ
ー
グ
も
米
ソ

　
交
渉
の
史
料
は
用
い
て
い
な
い
。
⇒
き
巨
彗
σ
①
曇
8
■
ミ
・
一
〇
・

　
曽
0
1
ω
〇
一

（
8
）
寿
宗
『
一
§
き
．
睾
。
・
ω
一
〇
〇
－

（
9
）
＞
昌
①
－
奏
ま
害
・
一
睾
．
．
家
書
『
き
昌
彗
o
寄
昌
；
。
一

き
〇
三
雰
彗
ぎ
毒
・
．
ω
o
o
ヨ
彗
勺
o
＝
§
、
巨
雪
o
ま
a
＞
．
豪
τ

彗
8
＝
邑
｛
く
こ
妻
｝
婁
一
＆
ω
一
ら
§
・
ぎ
§
的
嚢
㎞
雨
き
§
ー

ミ
・
．
㌧
§
§
．
o
§
き
§
雪
き
一
喜
ぎ
き
こ
ξ
茅
（
早
σ
彗
鵯
彗
α

　
O
＝
－
o
団
O
q
〇
一
⊂
目
－
く
o
『
ω
篶
｝
O
h
自
＝
コ
O
示
巾
『
o
ω
ω
一
－
o
o
o
↓
）
’
厄
P
N
M
0
0
－
～
o
．

　
　
霊
冨
．
奉
。
・
彗
9
き
星
．
．
5
昌
邑
ま
彗
昌
。
『
こ
o
罫
勺
o
箒
『

　
　
冒
忌
ζ
巨
ミ
置
9
…
彗
－
＞
…
ま
彗
墨
き
o
易
一
．
、
ぎ
雪
。
＝
－

　
　
邑
甲
巨
曇
∋
賃
芦
ミ
萬
き
§
こ
ミ
鶉
§
ミ
ざ
b
§
。
一

　
　
§
｛
呉
§
9
ミ
§
二
雲
目
8
片
昌
一
～
目
邑
昌
；
ぎ
邑
－

　
　
一
く
、
H
①
ω
9
－
o
㊤
o
）
一
℃
・
－
M
ω
．
O
h
．
↓
H
団
o
＝
一
而
自
げ
舳
『
如
一
〇
β
o
｛
“
．
一
〇
1
－
ぺ
①
－

（
1
0
）
霊
ま
＆
撃
§
ミ
一
こ
一
一
．

一
1
1
）
霊
豪
巨
昌
ξ
ζ
一
ζ
o
l
雪
…
－
婁
苧
蔓
事

（
1
2
）
§
亀
．
一
署
．
ミ
ー
夷

（
1
3
）
§
、
。
一
署
．
員
；
戸
＝
。
。
」
M
甲
澤
例
え
ぱ
o
。
冨
ω
の
用
法
の

　
　
よ
う
に
状
況
と
考
え
ら
れ
る
使
い
方
も
あ
る
が
、
o
」
冒
の
用
法
の

　
　
よ
う
に
政
策
の
傾
向
と
考
え
ら
れ
る
使
い
方
も
あ
る
。

一
1
4
一
〇
邑
。
目
董
P
§
呉
ρ
1
’
奈
昌
葦
奉
．
皇
。
ξ
ω
。
P

　
　
①
戸
§
・
き
§
雨
ξ
き
§
§
書
ω
§
ミ
§
ミ
ぎ
§
患
、

冬
§
§
呉
さ
ぎ
、
き
§
“
昌
（
ぎ
・
§
募
呉
㌧
§
き
§
～
申

§
塁
ξ
・
岨
一
－
彗
訂
…
o
葦
婁
身
勺
嚢
：
；
昌
彗
一
冨
一

嚢
藺
）
も
．
§
1
↓
曇
豪
目
σ
墓
忌
」
一
．
一
p
嚢
1

（
1
5
）
　
O
o
ω
＝
o
q
＝
o
－
戸
8
．
o
註
’
o
－
も
①
－

一
1
6
一
≦
…
彗
害
；
、
．
＞
さ
曇
長
ま
彗
昌
長
ω
一
。
予
掌
。

　
目
窒
目
ゴ
O
ξ
①
『
＞
旦
昌
－
邑
9
量
巨
O
昌
凹
目
旦
；
何
団
雪
一
巨
O
ユ
ω
貝
Z
O
■

毒
き
雪
一
婁
－
盲
昌
ξ
嚢
p
．
．
§
さ
§
き
ま
§
§
＜
。
F
一
。
。
一

之
ρ
N
（
ω
昌
曇
一
蓬
）
』
・
凹
姜
彗
げ
墓
§
』
一
．
一
暑
－
一
苧
睾

（
1
7
）
　
法
的
に
は
ベ
ル
リ
ン
を
占
頷
し
て
い
る
米
・
ソ
・
英
・
仏
の
四

　
　
力
国
。
な
お
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
問
題
に
依
然
責
任
を
負
っ
て
い
る

米
．
ソ
．
英
．
仏
の
四
力
国
会
談
と
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
へ
の
西
側
の

対
応
策
を
検
討
す
る
米
・
英
・
仏
・
西
独
の
四
力
国
会
談
を
区
別
す
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る
た
め
、
前
者
を
占
領
四
力
国
、
後
者
を
西
側
四
カ
国
と
呼
ぷ
。

（
1
8
）
↓
轟
書
彗
琴
。
・
ミ
三
汗
一
睾
嚢
－
§
」
算
≦
ぎ
す
一
呉

§
㊦
曽
『
§
O
き
｛
｝
し
ξ
甲
さ
①
～
（
雲
旨
宣
昌
ぎ
冒
ぎ
『
ω
身

O
；
O
冒
邑
く
彗
討
～
萎
L
彗
）
一
〇
P
竃
－
…
・

（
㎎
）
　
↓
『
凹
o
ゴ
一
①
目
σ
o
『
O
目
．
o
β
o
ミ
’
甲
M
0
蜆
I
O
［
団
巨
ユ
①
メ
o
b
・
o
ミ
’
P

　
轟
ω
．

（
2
0
）
　
勇
S
“
－
ト
＼
↓
－
1
↓
蜆
－
O
冒
H
ま
ω
O
頸
一
P
↓
ぎ
雨
§
雨
吻
9
㌧
S
的
ミ
｝
、

§
“
き
『
§
s
多
』
§
（
看
冬
ぎ
弓
z
婁
冒
彗
ω
昌
｛

　
　
O
O
目
’
O
與
目
｝
一
－
㊤
一
〇
〇
）
一
℃
－
↓
㎝
．
カ
O
σ
o
二
ω
．
ω
－
目
ω
ω
①
『
一
、
↓
す
o
｝
①
『
＝
自

　
　
○
ユ
色
眈
O
↓
－
o
蜆
o
o
－
蜆
o
画
目
α
－
o
①
ご
．
．
－
自
団
｝
『
『
く
】
≦
．
｝
一
〇
〇
す
目
曇
目
印
目
O

窯
呂
彗
ω
．
ζ
冨
貝
昏
．
’
き
§
ミ
§
§
§
二
q
ω
・

』
§
＆
き
§
自
二
曽
§
這
§
・
§
§
ミ
（
幸
窒
巨
暴
ざ
目
U
・

　
　
O
－
一
団
H
O
斥
斥
－
目
O
q
ω
－
目
ω
饒
一
仁
一
」
O
コ
i
－
㊤
↓
o
o
）
’
O
P
杜
o
o
o
．
o
㊤
L
≦
斥
ブ
印
色
丙
・

　
　
雰
ω
姜
婁
一
§
“
s
多
さ
自
葛
‘
．
宍
§
ミ
昌
§
』
§
婁
ぎ
ぎ
s

　
　
』
℃
①
．
s
1
』
t
①
～
（
Z
o
峯
　
　
く
o
H
斤
一
　
＝
與
『
o
①
『
O
o
目
ヲ
ω
　
ヲ
』
σ
＝
ω
げ
而
『
少

　
　
5
旨
）
一
暑
．
ミ
ー
L
さ
－
↓
①
．

（
2
1
）
麦
員
し
膏
§
i
o
』
蜆
』
①
ω
邑
婁
一
9
三
一
・
も
o
・
違
o
．
芦

　
　
ζ
。
曇
…
、
睾
も
二
8
－
O
N
．
麦
尋
麦
睾
蟹
葦
彗
一
㌧
軋
§
・
．

　
　
§
『
膏
『
ω
§
亀
§
§
曽
こ
＄
～
－
亀
ミ
（
ω
g
冨
胃
二
忌
旦
ω
o
幕

　
　
く
①
ユ
｝
胴
閉
－
＞
目
ω
↓
巴
戸
－
o
㊤
－
）
一
〇
℃
一
①
ω
o
－
ω
ド

（
2
2
）
ω
。
言
竃
．
き
§
・
§
も
P
①
撃
§
≡
ξ
員
§
亭
o
・

　
　
o
o
9（
2
3
）
勇
S
二
§
二
①
」
§
き
§
き
ミ
雪
ま
ミ
§
§
－
．

　
　
』
嚢
一
く
O
－
1
宕
2
（
之
O
ξ
く
O
『
片
一
＞
H
自
O
勺
鶉
器
二
㊤
ご
）
O
P
㎝
O
O
卜
、

　
　
。
。
①
．
ア
メ
リ
カ
外
交
政
策
極
秘
文
書
シ
リ
ー
ズ
、
z
o
L
M
。
§
軸

　
b
軸
『
S
S
O
ユ
色
μ
』
㎏
｝
的
1
－
喧
竃
（
4
く
回
ω
す
－
目
胴
一
〇
目
U
一
〇
－
一
Z
o
饒
O
目
画
－

ω
g
冒
一
ζ
＞
冨
三
き
二
畠
－
）
；
畠
－
（
以
下
、
臼
o
と
略
し
、
文
書

番
号
を
記
載
）
．
z
o
H
昌
彗
o
①
員
§
雨
曽
『
§
書
－
』
一
き
§
＆
｝

§
蔓
等
§
§
し
ぎ
・
寒
o
ミ
o
s
こ
曽
§
き
ミ
ミ
§
§
雨

（
z
姜
ぎ
｝
』
o
嚢
；
嚢
9
一
嚢
）
o
o
』
；
ω
・
望
冨
彗
・
g
・

亭
睾
§
と
．
＞
」
彗
。
血
書
ぎ
彗
ω
一
9
§
・
ミ
皇
き
・
、

ミ
§
§
Φ
§
ミ
s
ぎ
§
s
s
迂
o
s
（
ヨ
目
8
ε
ヨ
？
ヨ
o
g
o
目

⊂
目
～
實
m
ξ
雫
鶉
ω
」
O
竃
）
暑
．
9
－
睾

（
2
4
）
ξ
葦
弓
≦
ぎ
寿
多
。
・
雪
－
・
二
§
§
§
軋
b
§
ら
ぎ

、
肉
§
§
昌
ぎ
§
；
き
き
畠
・
ニ
ピ
昌
ま
『
ぎ
睾
①
U
害
．

　
房
O
戸
；
審
）
一
9
葛
．
員
O
閉
P
君
一
き
ポ
き
㌣
8
（
中
屋
健
一
訳

　
　
『
ケ
ネ
デ
ィ
一
栄
光
と
苦
悩
の
一
千
日
』
（
上
下
巻
）
河
出
書
房
、
一

　
　
九
六
七
年
）
9
貢
§
ミ
．
一
毫
L
8
－
ミ
、
霊
皿
O
巨
O
ω
9
9
．
き
。

看
．
§
と
．
↓
ぎ
冨
二
－
旨
ゴ
§
訂
冒
一
§
的
鳶
曽
§
§
軋

　
　
き
「
』
§
昆
§
ご
ミ
ぎ
5
、
§
§
宍
§
§
曇
§
創
旨
ぎ
帖
§

　
　
さ
§
（
z
婁
ざ
弓
2
…
＝
己
8
言
眈
雪
一
嚢
）
1
暑
・
§
■

　
　
ω
o
。
．
論
争
の
た
た
き
台
に
な
っ
た
ア
チ
ソ
ン
報
告
は
、
毫
s
二
之

　
　
冨
o
o
－
g
．

（
2
5
）
ω
ま
置
目
買
．
§
呉
P
ω
蜆
一
．
勇
富
二
き
竃
．
貫
豪
．

　
　
ミ
」
o
o
9
－
貨
－
竃
．

（
2
6
）
ω
o
ぎ
雪
σ
彗
員
§
§
一
毫
・
ω
き
と
・

（
2
7
）
｝
〇
一
曽
員
S
o
9

（
2
8
）
夷
S
ニ
ミ
曽
甲
①
〇
一
畠
一
－
葦

（
2
9
）
b
§
§
募
§
9
§
§
｝
し
婁
，
－
§
（
書
葦
畠
一
昌

　
　
U
－
O
∴
　
C
目
箏
①
o
　
ω
訂
註
眈
　
O
o
く
㊦
H
目
冒
o
自
↓
　
巾
ユ
コ
巨
目
o
o
　
O
雪
o
9
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－
竃
蜆
）
一
署
．
竃
乍
M
0
．

（
3
0
）
　
以
上
の
国
務
省
の
方
針
内
容
に
つ
い
て
は
、
八
月
上
旬
の
国
務

　
　
省
．
ア
チ
ソ
ン
報
告
に
よ
ウ
た
。
勇
s
ニ
ミ
轟
㌣
芦
N
島
－
血
o
。

（
3
1
）
勇
S
」
ミ
嚢
－
鼻
畠
や
彗

（
3
2
）
勇
S
二
之
ω
8
⊥
－
．

（
3
3
）
　
毫
S
ニ
ミ
N
8
－
伽
P
S
〒
o
o
〇
一
ω
8
－
8
■
フ
ラ
ン
ス
と
西
独
の

　
　
態
度
に
つ
い
て
は
特
に
暑
．
M
昌
－
ヨ
8
9

（
3
4
）
b
這
富
§
＆
§
§
§
§
請
§
§
ぎ
（
ま
。
豊
鼻
旦
①
．

　
　
カ
鶉
雷
H
｝
勺
目
げ
＝
s
g
o
自
）
一
畠
o
。
蜆
＼
冨
お
（
以
下
b
b
と
略
し
、
巻

　
　
と
文
書
番
号
を
表
記
）
．
ω
9
妻
彗
N
k
巨
§
§
§
暑
．
①
畠
－
㎝
㊤
。

（
3
5
）
勇
S
二
丈
M
2
－
葦

（
3
6
）
b
O
』
墨
ト
．
勇
富
二
丈
竈
？
讐
1

（
3
7
）
～
O
』
お
o
。
メ
イ
ヤ
ー
と
シ
ュ
ウ
ォ
ー
ツ
は
彼
ら
の
意
見
を
重
視

　
　
し
て
い
る
が
、
第
四
章
で
触
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
議
論
に
は
疑
問
が

　
　
残
る
。
…
ξ
雪
一
§
ー
ミ
．
も
．
8
．
ω
O
す
ミ
彗
貝
8
．
ミ
ー
一
暑
」
違
－
旧
㎝
．

一
3
8
）
S
二
萎
盲
；
勇
S
こ
ご
少
き
9
9
§
寒
ミ
や

　
§
§
ト
Z
O
」
M
O
0
1

一
3
9
）
雰
葦
婁
一
§
き
1
暑
l
M
苧
｛
。
・
1
望
畠
ま
彗
員
§
。
一
一
．
一

　
〇
』
竈
’

（
ω
）
勇
8
二
s
富
－
鼻
冨
o
よ
N
1

（
4
1
）
勇
S
一
匡
き
o
占
o
。
．

（
4
2
）
－
姜
§
鶉
｝
嚢
ま
彗
一
§
邑
皇
。
§
§
9
き
。
一
§
吻
予

§
睾
M
巳
①
p
（
2
署
く
o
・
τ
ω
「
奏
・
豪
．
。
。
甲
婁
二
萎

　
　
［
冨
。
。
こ
）
一
争
夢
－
o
．

（
4
3
）
ミ
S
二
ω
＼
轟
Φ
－
ざ
墨
㌣
o
o
－

（
4
4
）
睾
＆
畠
戸
§
鼻
署
－
N
0
工
①
．
麦
胃
邑
①
・
ξ
．
ミ
’
P

　
　
ご
ー
勇
q
9
冨
＼
ω
o
干
8
1

（
4
5
■
）
勇
S
ニ
ミ
窒
－
紅
o
ら
ト
よ
①
－

（
4
6
）
勇
S
二
ω
＼
ミ
N
よ
N
曽
ω
占
㎝
．

（
〃
）
　
ω
o
す
≦
｝
『
N
1
』
、
雨
ミ
S
冒
雨
）
O
O
1
①
㎝
蜆
－
蜆
9
0
h
－
ミ
S
一
－
仁
＼
心
o
o
－
－

　
　
雪
．

（
銚
）
勇
s
ニ
ミ
昌
o
－
M
M
．

（
4
9
）
勇
S
二
く
－
窒
－
鼻
＝
㊤
－
澤

（
5
0
）
勇
易
二
史
蜆
ミ
ー
－
o
I

（
5
1
）
毫
S
ニ
ミ
竃
o
－
ω
－
．

（
5
2
）
ω
o
～
彗
員
8
．
ミ
．
P
富
｛
1

（
5
3
）
勇
S
二
之
曽
甲
8
一
（
）
内
及
ぴ
傍
線
は
引
用
者
。

（
5
4
）
き
§

（
5
5
）
き
一
§
一
．
；
＞
註
畠
ら
も
』
｛
、
．
ら
o
－
苧
芦

（
5
6
）
亀
S
一
ミ
肇
－
員
ω
3
－
黄
ω
ミ
ー
事

（
5
7
）
S
二
⑩
竃
＼
嚢
一
－
勇
冨
ニ
ミ
ω
。
。
。
。
よ
o
．

（
5
8
）
夷
S
ニ
ミ
き
㎝
－
秦

（
5
9
）
穿
ぎ
彗
9
…
一
§
§
一
暑
－
震
卓
奏
．

（
6
0
）
勇
S
ニ
ミ
亀
甲
ω
－
．

（
6
1
）
　
な
お
、
こ
の
史
料
を
見
る
限
り
で
は
、
八
月
末
に
ソ
連
が
核
実

　
験
再
開
を
発
表
し
た
こ
と
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
こ

　
　
れ
と
異
な
る
解
釈
は
霊
ω
O
巨
O
ω
ω
一
8
。
§
。
ら
．
蜆
O
ド

（
6
2
）
勇
S
」
ミ
含
㌣
8
－

（
6
3
）
勇
S
二
之
ξ
㌣
芦
含
午
帆
↓
－

（
6
4
）
　
こ
の
会
談
に
否
定
的
な
評
価
を
下
し
て
い
る
の
は
、
ω
〇
三
窃
7
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畠
員
s
l
o
芦
p
窒
一
．
ω
g
o
o
ま
害
員
8
．
o
芦
毫
・
ω
お
．
睾

（
6
5
）
麦
富
由
9
宰
ω
9
ξ
嘗
“
、
．
ぎ
彗
彗
睾
．
蜆
O
吻
S
o
§
塁
、
ま

　
ミ
o
亭
回
ヨ
勾
．
＝
嘗
ユ
＆
員
＆
．
一
§
貧
o
雨
ミ
一
§
き
§
雪
ぎ
s
§
h

－
凄
甲
亀
毫
（
寄
巨
ま
ニ
ミ
霧
一
く
一
〇
毫
手
窃
ω
二
〇
〇
。
o
）
一
〇
p
－
墨
一

曇
－
峯
o
罵
冨
冒
ヲ
霊
胃
茎
ω
■
§
色
9
§
§
き
ミ
電

き
ミ
e
し
凄
甲
さ
竃
一
ぎ
膏
§
§
o
ミ
ミ
ぎ
曽
ミ
ミ
§
、
冒
§
隻
o

き
魯
§
竃
（
望
彗
申
含
干
望
彗
市
o
a
o
邑
く
姜
ξ
o
曇
9
冨
§
・

　
o
o
」
漢
1
8
1

（
6
6
）
O
冨
害
P
§
o
芦
暑
」
墨
－
N
9
麦
豪
己
o
；
一
§
o
芦
o
o
・

　
竃
↓
O
．

（
6
7
）
ζ
毫
買
8
．
o
芦
君
』
。
。
占
㊤
．
毫
S
ニ
ミ
零
†
奉

（
6
8
）
　
ω
o
＝
毛
O
H
齪
一
』
邑
“
曽
S
S
雨
）
O
P
①
①
o
．
①
9
0
螂
片
〇
一
〇
ド
　
9
ご
O
O
・

　
N
O
O
†
ω
O
．

（
6
9
）
竃
ξ
①
『
一
§
o
き
惇
o
o
．
ω
事
≦
凹
『
貝
9
－
o
芦
暑
L
違
、
N
蜆
・

　
O
O
ω
饒
血
q
箒
O
亘
患
1
9
戸
旧
－
卜
①
1

（
7
0
）
　
例
え
ぱ
、
夷
q
9
尽
＼
轟
〒
㊤
－
．

（
7
1
）
　
勇
8
ニ
ミ
お
ω
1
竃
一
b
O
』
畠
蜆
一

（
7
2
）
　
勇
8
」
ミ
お
㌣
彗
．
そ
の
他
、
例
え
ば
第
二
回
首
脳
会
談
の

　
議
論
（
勇
s
二
之
含
干
冨
）
を
参
照
。

（
7
3
）
　
ω
9
ξ
胃
N
一
㌧
き
§
§
『
も
一
ω
o
蜆
1

（
7
4
）
　
ζ
ミ
實
も
サ
9
“
．
一
〇
〇
』
㊤
－
o
o
l

（
7
5
）
　
ω
｝
ξ
彗
齪
一
』
、
§
§
§
暑
．
o
o
。
｛
占
↓
・

（
7
6
）
　
き
責
P
①
o
o
↓
．
夷
S
ニ
ミ
お
ω
－
岨
ド

（
7
7
）
勇
S
ニ
ミ
8
ω
－
員
竃
㌣
…
．
書
着
・
．
§
き
；
睾

（
7
8
）
　
ω
〇
三
窃
巨
o
畠
P
§
．
o
ミ
o
P
ω
竃
ふ
ω
．

（
7
9
）
　
亀
q
ω
二
之
お
o
－
竃
一
2
†
一
〇
．

（
8
0
）
　
…
ミ
員
9
1
9
｝
．
ら
o
．
竃
－
畠
・

（
8
1
）
』
o
；
O
昌
胃
α
害
o
q
阻
P
§
s
s
｛
轟
§
雨
曽
§
ミ
ト
§
主
S

　
s
ミ
、
§
『
ミ
O
ミ
雨
「
｝
s
－
ぎ
雨
き
ミ
向
§
（
2
o
峯
く
o
『
斥
一
〇
〇
ゴ
』
∋
．

　
巨
団
⊂
三
毒
邑
ξ
零
鶉
ω
二
〇
8
）
ら
p
ξ
竃
－
①
申

（
8
2
）
暮
§
ら
■
§
も
ち
ろ
ん
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
か
ら
ケ
ネ

　
デ
ィ
政
権
へ
の
変
化
が
「
多
国
間
主
義
」
か
ら
「
単
独
主
義
」
へ
の

　
移
行
を
意
味
す
る
と
い
う
ラ
ギ
ー
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ゼ
ン

　
ハ
ワ
ー
政
権
の
同
盟
政
策
と
「
多
国
間
主
義
」
の
関
係
や
ベ
ル
リ
ン

　
危
機
以
外
の
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
政
策
な
ど
の
歴
史
的
な
問
題
点
を
さ

　
ら
に
検
討
し
な
け
れ
ぱ
評
価
で
き
な
い
。

（
8
3
）
　
な
お
前
述
の
ラ
ギ
ー
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
米
国
の
国
内
世
論

　
に
つ
い
て
は
そ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
る
理
解
を
し
て
い
た
と
考

　
え
て
い
る
。
ラ
ギ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
多
国
間
主
義
」
は
第
二
次
世
界

　
大
戦
後
の
米
国
の
対
外
＝
一
・
ツ
ト
メ
ン
ト
を
国
内
で
正
当
化
。
す
る
も

　
の
で
あ
っ
た
が
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
対
外
コ
ミ
ツ
ト
メ
ン
ト
を
当
然

　
の
も
の
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
正
当
化
を
必
要
と
し
な
か
っ

　
た
（
§
F
屠
．
違
－
員
竃
－
艶
）
。
興
昧
深
い
議
論
で
あ
る
が
、
本

　
稿
で
は
直
接
検
討
は
し
な
い
。

（
榊
）
　
O
O
ω
饒
o
q
＝
o
す
一
〇
、
9
F
O
O
．
N
ト
ー
M
9
～
↓
・

（
8
5
）
　
ω
3
峯
嘗
貝
o
＞
o
き
o
」
誉
．

（
8
6
）
　
従
来
の
議
論
で
は
、
国
内
要
因
か
ら
の
説
明
が
多
い
。
＝
斗
亨

　
邑
o
員
§
9
ド
ら
p
冨
㌣
勇
ミ
ー
－
良
墨
－
，
①
N
』
彗
ま
ま
H
も
雫

　
§
§
｝
㌧
§
雨
ぎ
s
一
向
ミ
§
雨
ら
．
ω
仁
o
o
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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